
鉄筋コンクリートの寿命設定法の変遷－ 

 
中性化と鉄筋腐食関連研究・指針の過去・現在・未来－

概要（２０２６年11月3日現在） 

１．先駆的研究 

○無筋ローマン・コンクリートと円形アーチ（圧縮力の有効活用) 
・何故、無筋ローマン・コンクリートは、1000年近い寿命をもったのか？ 
・何故、円形アーチ構造が、コンクリートの圧縮力のみで、建造物の力学的耐力を担えることを、 
古代ローマ人は、知っていたのか？ 

・何故、中世で、ローマン・コンクリートが使われず、石や煉瓦の建築物に変わったのか？ 
・何故、ローマン・コンクリートの古代ローマの建造物であるパンテオンが、現代も残り得たのか？ 
 
○鉄筋コンクリートの植木鉢（ジョゼフ・モニエの発明）と鉄筋コンクリート（RC）造建造物 
の普及 
・圧縮力は強いが、引張力が弱いコンクリートを、引張力が強い鉄筋で補強する複合材料としての鉄
筋コンクリートの誕生と建築・土木建造物への応用展開 
・第５回セメント・コンクリート国際会議の論文類（浜田、近藤ら） 
・浜田 稔の論文の要点：コンクリートの中性化と内部鉄筋の腐食の関連 
・近藤・大門・秋葉の論文の要点：コンクリートの炭酸化の放物線則(経過時間の平方根で進行する) 
◎コンクリート工学会（JCI）の機関誌「コンクリ－ト工学」掲載原稿 
・柿崎の論説（塩害、凍害、アルカリ骨材反応による寿命）・友澤の論説（中性化と地球環境問題対
応） 
◎福島敏夫の書籍「鉄筋コンクリート造建築物の寿命ー中性化と鉄筋腐食進行を基礎として－」 
（技報堂出版）、鉄筋コンクリート造建築物は１００年もつのか？鉄筋コンクリート造建築物の寿命
はどのように決まるのか？鉄筋コンクリートの寿命を延ばすのにはどうすればよいのか？の3つの素
朴な疑問 
 
◎森永の鉄筋コンクリートの寿命設定法（中性化進行の場合、内部塩分による場合） 

２．コンクリートの中性化（炭酸化）寿命説 
・長らくこの説に従って、寿命設定がされてきたが、中性化しても、水と酸素の同供給条件がそろわ
ないと、内部鉄筋は、直ぐには腐食しないと分かってきた。 
 
３ ．鉄筋腐食によるかぶりコンクリートのひび割れによる寿命説（ひびわれ寿命説） 
 
・鉄筋腐食が始まって、かぶりコンクリートにひび割れが発生し、剥落に到るまでの経時変化の推定は
、諸条件が絡み、難しいところもある。 
 
４ ．構造耐力寿命説 
・内部鉄筋の腐食進行と構造耐力との関係の詳細は、不明確のところもある。 
・軍艦島等のRC造建造物の外部塩害と修復と再生法  
・沖縄のRC造住宅の内部塩害調査と補修・延命化法 

 



５、炭酸化進行の放物線則 
・岸谷式、白山式、和泉式  
・ 基 本 的 に は 、 経 過 時 間 の 平 方 根 と 中 性 化 深 さ の 関 係 を 表 す 係 数
に 、 各 種 の 外 部 及 び 内 部 条 件 の 影 響 を 考 慮 す る 。  

・ 実 態 調 査 で は 、 冪 乗 則 に 従 う こ と も あ る 。  
・ 中 性 化 深 さ を 定 め る フ ェ ノ ー ル フ タ レ イ ン 溶 液 の 条 件    
                 

６、炭酸化進行のコンピュータ解析とシミュレーションと可視化 
 
◎福島敏夫の一連の研究と特許    
・ 角 柱 試 験 体 に よ る 二 方 向 、 三 方 向 、 四 方 向 拡 散 の 場 合  
・ 円 柱 形 状 試 験 体 ・ 建 造 物 、 半 球 形 状 試 験 体 ・ 建 造 物 に お け る ス
テ ッ プ 応 答 解 析 と 逆 ス テ ッ プ 応 答 解 析  

・ 大 気 中 の 二 酸 化 炭 素 濃 度 の 影 響  
○ 円 柱 ・ 半 球 シ ェ ル 建 造 物 で の 適 用  
・ 外 部 及 び 内 部 か ら の 二 酸 化 炭 素 の 両 方 向 同 時 拡 散  
 

７、鉄筋腐食進行の理論的解析と定量化    
・水蒸気及び酸素の有効拡散係数の設定による連続体モデルに基づく水蒸気と酸素の同時拡散と鉄筋
近傍での濃度関数の予測と可視化 

 
８．表面仕上材の中性化および鉄筋腐食抑制効果 
・実験的報告例 
・既存建造物での実態調査報告 
・理論的研究報告 
９．外部材料システム等による外部および内部外力緩和法 
・水蒸気の非定常移動と寿命 
・多層平面壁、多層円柱壁、多層半球屋根、多層円柱及び半球シェルへの適用 
10．環境配慮コンクリートと持続可能性と寿命 
・環境配慮と地球環境問題 
・混合セメントを用いたコンクリートと持続可能性評価 
・内部鉄筋腐食及び寿命との関連は？ 
・ライフサイクルでの環境影響と寿命 


